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研究成果の概要（和文）：日米で収集した資料から、1930年ホノルルに発足した汎太平洋女性協会に繋がる女性
エリートの社会活動を検証し、戦間期の環太平洋地域での女性運動の活発化が、グローバル化に伴う社会の統合
や分裂、第一次世界大戦後のグローバルガバナンスの試みとどう関わっていたかを分析した。従来、米併合時ま
たその後のハワイと環太平洋地域は、男性主体の白人定住者植民地主義や米帝国主義の文脈で議論されてきた。
本研究は、女性の社会活動に注目し、それが高度にエリート・帝国主義的でありながらも試行錯誤的で、多方向
に影響し合ってハイブリッド化し、広く同地域の教育・福祉の向上と、人種・国家間の融和を目指していたこと
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Using primary and secondary sources in English and Japanese, this project 
examines the hybridity of elite women, who participated in forming the Pan-Pacific Women’s 
Association in Honolulu in 1930. It analyzed how the trans-Pacific women’s internationalizing 
efforts during the interwar years related to 1) globalization and the ensuing social integration and
 fragmentation and 2) Geneva-based post-WWI attempts at global governance. American missionary 
off-springs in post-annexation Hawai‘i and the Pacific are discussed as agents of U.S. imperialism 
and white settler colonialism. When you focus on women’s social movements led by missionary 
descendant women, its cultural hybridity looms out. Although their movements were trial-and-error, 
high-elite, and imperialistic, their trans-racial/national attempts to forge women’s collective 
power aimed to improve education and social welfare and to mediate rapidly multi-culturalizing and 
multi-racializing communities to globalization.  

研究分野： 女性史

キーワード： 国際女性運動　環太平洋　グローバリゼーション　人の移動　ハワイ　ハイブリッド　市民権　国際協
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研究成果の学術的意義や社会的意義
加速するグローバル化は、ヒト・モノの移動を活発化させるだけではなく、分散・共存する多様な思考や生活様
式を、凝縮して単一化、そしてその過程を支配したい勢力争いを誘発する。日本でも、昨今外国にルーツを持つ
人口が増え、そのような多様な人々を受け入れながら社会的調和を保つ体制を整えることが急務となっている。
本研究は、19世紀から20世紀の半ばにかけて環太平洋地域のグローバル化の最先端に位置したハワイに注目し、
急激な人口変動、社会変化、さらには国家存亡を巡る社会の分断という危機に直面して活動した女性たちの人種
や国家を超えた連携の詳細を明らかにし、今日の課題に関する知見を深めようとするものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究当初の背景 

21 世紀に入り、国家の枠組みを超えて歴史現象を分析するトランスナショナル・ヒストリー、また近代世

界システムの拡大との関わりを明らかにしようとするグローバル・ヒストリーが、アメリカ史研究に大きな影

響を与えてきた。政治・経済・社会的側面からアプローチするこれらの研究は、環大西洋地域を対象と

して始まったが、近年その対象を環太平洋地域へも拡大している。また、アメリカ女性史の分野では、第

一次世界大戦勃発後に急速に国際化した欧米初の世俗的な女性組織またその運動の拡大をトランス

ナショナルな手法で分析する研究が盛んとなってきた。同時に、19 世紀初めの宗教リバイバルを起源と

してアメリカ婦人宣教師の開拓したトランスナショナルな教会婦人のネットワークとその活動の歴史的変

遷についても多くの研究が生まれてきた。 

 近代後期のグローバル化は、西欧、特に白人男性が優越するアングロ・サクソン社会の制度や文化を

拡散しながら、世界各地で急速な社会変化、またその変化を巡っての分断や紛争を引き起こしたと理解

されてきた。そして、この時期にアングロ・サクソン系女性たちの牽引したトランスナショナルな女性ネット

ワークのアジアへの拡大は、西欧対アジアまた白人対アジア人という構図の中で議論されてきた。 

 

２． 研究の目的 

 本研究は、太平洋の交差点と言われるハワイに注目する。そこでは、先住民対（欧米およびアジアか

らの）定住植民地人という構図も成り立つ。近代後期のグローバル化の中で、アメリカ人女性宣教師は

アメリカ、ハワイ、日本、中国を結ぶトランスナショナルな女性ネットワークを開拓した。本研究は 20 世紀

初頭にそのネットワーク上で繰り広げられた多様な人種・民族・文化的背景を持つ女性たちの交流、交

渉、連携の諸相を明らかにし、戦間期に環太平洋地域の女性の団結を模索した汎太平洋婦人会議、m

たその参加者の文化的ハイブリッド性を検証した。そして、この研究成果を既に完了している基盤研究

（19 世紀初めにハワイに到来したアメリカ人宣教師、またその子孫の関わった女性の連携・協働の試み

が、環太平洋地域のグローバル化、それに伴うアングロ・サクソン制度や文化の拡散、そしてそれを巡る

社会の対立や分断とどのように関わったのかについての分析）と結合させ、欧米初の国際女性運動の

連続性と変容に注目しながら、1920 年代ハワイで始まった環太平洋地域の国際女性組織が、同時期の

環大西洋地域の欧米発女性運動の国際化や国際政府機関のグローバルガバナンスの着手とどのよう

に関わったのかを明らかにすることを目的とした。 

 

３． 研究の方法 

 アメリカ人女性宣教師が開拓したアメリカ、ハワイ、日本、中国を結ぶトランスナショナルな女性ネットワ

ークの中核を成したのは、アメリカ人婦人宣教師とその子孫、そして彼女らと緊密に関わったハワイ人お

よび日本人/日系人、中国人/中国系の女性たち、また彼女らと連携した米国以外に拠点を置くアング

ロ・サクソン系女性活動家たちであった。アングロ・サクソンのプロテスタント的価値観を身につけたそれ

ら女性活動家の祖国や移住先での活動を明らかにしながら、異なる人種・民族・文化的背景を持つ女

性たちが、なぜ、またどのように接触することになったのか、またその相互交流の諸相の具体例を分析し

た。 

 当初、米国以外の国々でも資料収集を行うことを予定していたが、研究対象は英語でのコミュニケー

ション可能な女性エリートたちであり、その活動は英語の文献で拾うことができた。またコロナ禍でアーカ

イブに足を運んでの資料収集が困難となった一方、１次資料を含めての文献のデジタル化が進んだの

でできる限りそれらを用いた。 



 

４． 研究成果 

①アメリカ人女性宣教師が開拓したネットワーク上での女性たちの相互交流は、多様な文化・価値観が

多方向に影響し合いながら新たに多様な文化や価値観を生み出していた、②それは広く社会の分裂

や分断を生む原因ともなっていた、③その分裂や分断を繕うための新たな道を模索して、多文化的価

値観を身につけた少数の女性エリートたちが、人種・民族・国家を超えた女性の連携と団結を目指した、

この 3点を明らかにした。 

 

そのような女性たちの連携は、所属するそれぞれの国家、社会、組織の動向やその内部での対立や分

裂に、大きな影響を受けていた。また、女性たちの連携それ自体も分裂・分断を経験しながら、その修

復努力を続けることで相互理解を深めていったと考えられる。 

 

アメリカ宣教師子孫の影響が色濃いハワイにおいて、多様な人種・民族的背景を持つブルジョア・エリ

ートの女性たちは、20 世紀初頭においても、アメリカ 19 世紀のジェンダー規範の打破ではなくそれを唱

えながら女性領域の拡大と自治また地位向上を目指そうとしていた傾向が認められる。東アジアでは大

陸への利権をめぐって国際情勢が緊迫化し、日・中・韓の女性たちの連携は困難なものとなりつつあっ

た。また、アメリカ本土では、女性参政権獲得後、女性の領域の打破に消極的な穏健派とその打破を目

指す過激派が、女性の保護か男女同権かを巡っての対立を顕著化させていた。ハワイ発、環太平洋地

域のハイブリッドなエリート女性たちの連携と団結を目指す試みは、政治・経済のみならず市民生活にも

強力な権力を固持する宣教師の男性子孫やその男性協働者たちと巧みな駆け引きを必要したが、対

立する国々・組織に属する女性たちを包容して相互交流や対話を促した。結果、第一次世界大戦後ヨ

ーロッパでの国際組織の設立やグロバルガバナンスの試みに女性の声を反映させようとする環大西洋

地域の女性を中心とする国際女性運動に連携し、かつ影響を与えることができたと推測できる。 

 

本研究成果は、国内外の研究会や学会で発表するととともに、論文として発表してきた。現在は、

既に完了している基盤研究と合体して書籍として出版できるよう改訂作業を進めている。 
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